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令和 2年試験
論 文 式 試 験 問 題

経営学・経済学・民法・統計学
（ 1頁～）

（選択科目）

（15 頁～）（24 頁～）（26 頁～）

1  受験上の注意事項
・試験官からの注意事項の聞き漏らし／受験案内や試験室及び受験票その他に記載・掲示さ 
れた注意事項の未確認等，これらを原因とした試験における不利益は自己責任になります。
・携帯機器等の通信機器や携行品の取扱いについては，試験官の指示に従ってください。
・試験開始の合図があるまで，配付物や筆記用具に触れないでください。
・問題に関する質問には，一切応じません。

2  不正受験や迷惑行為の禁止
・不正行為を行った場合／試験官の指示に従わない場合／周囲に迷惑をかける等，適正な試
験実施に支障を来す行為を行った場合，直ちに退室を命ずることがあります。

3  試験問題
・試験開始の合図後，直ちに頁数（全 40 頁）を調べ，不備等があれば黙って挙手し，試験官
に申し出てください。

4  答案用紙
・問題冊子の中ほどに挿入してあります。
・出願時に選択した科目の答案用紙が挿入されているかを調べ，違う科目が挿入されていれ
ば黙って挙手し，試験官に申し出てください。  
なお，出願時に選択した科目以外の答案冊子に答案を作成した場合は，いかなる
理由があっても採点されません。
・答案用紙の左上をホッチキス留めしてあります。ホッチキス留めを外した場合は，採
点されないことがあります。

5  受験番号シールの貼付
・配付後，目視で受験番号及び氏名を確認し，不備等があれば黙って挙手し，試験官に申し
出てください。
・試験開始の合図後，各答案用紙の右上の所定欄へ全頁に貼付してください。

6  試験終了後
・試験終了の合図後，直ちに筆記用具を置き，答案用紙は裏返して通路側に置いてください。
・試験官が答案用紙を集め終わり指示するまで，絶対に席を立たないでください。
・答案用紙が試験官に回収されずに手元に残っていた場合は，直ちに挙手し，試験官に申し
出てください。  
なお，試験官に回収されない場合，いかなる理由があっても答案は採点されません。

7  試験問題（該当ある科目は法令基準等）の持ち帰り
・試験終了後，持ち帰ることができます。  
なお，中途退室する場合には，持ち出しは認めません。必要な場合は，各自の席に置いて
おきますので，試験終了後，速やかに取りに来てください。

注 意 事 項
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 6 に答えなさい。

イノベーションの重要性が指摘されるなかで，イノベーションの源泉の担い手に対して関

心が寄せられてきた。

19 世紀後半から 20 世紀初頭のアメリカでは，独立した研究所がその役割を担った。メー

カーの委託を受け，専門的な研究開発を行い，多様な発明を実現してきた。蓄音器や電球等

を発明したトーマス・エジソンの研究所がその代表例である。

20 世紀後半になると，それら研究所の役割が次第に低下し，企業自身が研究開発を行う

ようになった。技術情報の流出防止，開発・生産の統合化の便益などを背景に，外部の研究

所に任せるより，社内で行うことのメリットが大きいとの認識が高まったためである。企業

内に中央研究所が設置され，研究開発は企業自らが行うという形式が広がった。

しかし，どのような企業でもイノベーションに必要な資源を自社だけでまかなうことは難

しい。他企業や大学など外部組織との分業や協力が必要となる。

例えば，日本の自動車業界では，部品メーカーとの分業を積極的に活用することで，高い

競争優位を獲得してきた。従来，アメリカの自動車メーカーは自社開発を行い，部品メー

カーは自動車メーカーから託された図面通りに生産を行う貸与図方式をとってきた。それに

対し，日本では多くの自動車メーカーが部品メーカーに設計開発の一部と生産とを一括して

任せる（　A　）図方式で，効果的な開発を実現してきた。また，エレクトロニクス業界で

も，開発と生産の両方を請け負う（　B　）が台頭し，パソコンやデジタルカメラ等の成長に

貢献してきた。

このようなイノベーションの源泉の担い手は，企業だけではない。製品を利用するユー

ザーもその担い手となることが明らかにされてきた。E．フォン・ヒッペルは，こうした

ユーザーがイノベーターとして大きな役割を果たしてきたことを示している。

これまで見てきたように，企業外部の主体である部品メーカー，材料メーカーなどの供給

業者やユーザーが，イノベーションの源泉を担うことはしばしばある。イノベーションの源

泉となるアイディアを，企業内部と外部とで結合させることで新たな価値を創造すること

を，H．チェスブロウはオープン・イノベーションと称した。日本企業においても，社内に

オープン・イノベーション拠点を設けるなど，積極的な取り組みが見られるようになってき

た。この取り組みを成果につなげるためには，T．J．アレンが示したような自社の研究開発

組織におけるゲートキーパーの役割が重要である一方，NIH症候群からの脱却が必要であ

ると議論されている。

問題 1

ア

イ

ウ エ

（経　営　学）
第　 1　問

（満点 　100 点）
第 2問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）
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下線部アに関連する以下の文章を読み，空欄（　a　），（　b　）に当てはまる最も適切な

語句の組み合わせを，①～④のなかから選択しなさい。

画期的・非連続的・急進的なイノベーションは（　　a　　）イノベーションと称され，他

方で漸進的・連続的・累積的なイノベーションは（　　b　　）イノベーションと称される。

①　ａ：アーキテクチャル　　　ｂ：モジュラー

②　ａ：マトリックス　　　　　ｂ：プロジェクト

③　ａ：連鎖　　　　　　　　　ｂ：リニア

④　ａ：ラディカル　　　　　　ｂ：インクリメンタル

空欄（　A　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

相手先ブランドによる生産を意味するOEM（Original Equipment Manufacturing）に

対し，相手先ブランドによる設計開発・生産を意味する空欄（　B　）に当てはまる最も適切

な語句を，アルファベット 3文字で答えなさい。

下線部イのユーザーを意味する最も適切な語句を答えなさい。

下線部ウが果たす役割を簡潔に説明しなさい。

下線部エの意味を簡潔に説明しなさい。

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 6
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 6 に答えなさい。

企業組織は以前から，「ホウレンソウ（報告・連絡・相談）」を徹底するなど，コミュニケー

ションの活性化に努めてきた。在宅勤務に代表されるテレワークが導入されつつある今日，

組織のメンバー間のコミュニケーションの問題が改めて注目を集めている。

組織におけるコミュニケーションの重要性を早期に強調した人物がC．I．バーナードであ

る。彼の考え方では，組織は，（　A　），協働意欲，そしてコミュニケーションの 3要素が

適切に結びつくときに成立する。

コミュニケーションは，（　A　）を，その達成に必要な具体的行為――すなわち，何を，

いつ，どこでなすべきか――に言い直すために必要である。その際，たとえ少人数であって

も，全員が一度に発言すれば混乱をきたし，行動のタイミングについての決定が困難にな

る。そこでコミュニケーション・センターの役割を果たすリーダーが必要になる。しかし，

リーダーといえども，同時に多くの人々とコミュニケートする能力には限りがある。バー

ナードは，リーダーが一度に相手にすることができる人数の限度を通常は 15 人以下，たい

ていの場合は 5～ 6 人と見ている。コミュニケーションの必要性のために，このように規

模が厳しく制約された集団のことを「単位組織」と呼ぶ。

大規模な組織は小さな単位組織の結合によって創造される。複数の単位組織が結合される

ときには，やはりコミュニケーションの必要性から共通の上位リーダーが必要とされ，「上

位」単位組織を形成する。複数の上位単位組織も同様に結合する。このようにして形成され

る大規模な複合組織においては，ある単位組織のリーダーは一段上位の単位組織のメンバー

でもある。

R．リッカートも似たような見解を示す。リッカートが「システム 4」と呼ぶ経営管理方式

を採用する組織においては，あるレベルの集団のリーダーは一段上位のレベルの集団のメン

バーでもあり，上下の集団はその者を「（　B　）」として重なり合っている。したがって，組

織は直線で描かれるような関係としてではなく，上下の集団が重なり合った形のもの，すな

わち重複集団構造として捉えられることになる。

組織におけるコミュニケーションのパターンや経路に関しては， 5人の集団からなるコ

ミュニケーション・ネットワークの実験的研究を通じて解明が進んでいる。コミュニケー

ション・ネットワークには，メンバー間で，他者との直接的なコミュニケーションを行える

容易さの程度が同じものとそうでないものとがある。前者を分権型ネットワーク，後者を集

権型ネットワークと呼ぶ。集権型ネットワークでは，特定の人物に情報が集中しやすくな

り，結果としてその人物がリーダーシップを発揮する可能性が高まる。

分権型ネットワークと集権型ネットワークとでは，どちらのほうがより優れているといえ

るのだろうか。実験的研究の結果， 5人集団による課題解決の時間や正確さの点で 2種類の

ネットワークを比較すると，その優劣はつねに不変というわけではなく，集団が取り組む課

題の複雑性によって異なることが明らかになった。

問題 2

ア

イ

ウ

エ
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空欄（　A　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

下線部アは伝統的な経営管理論では「スパン・オブ・コントロール（統制範囲）」の原則と呼

ばれる。この原則を数量的に説明すると次のようになる。以下の文章の空欄（　a　）～（　c　）

にそれぞれ当てはまる最も適切な文字式または数値を答えなさい。

ある集団内の諸関係は 3つのタイプからなる。⑴直接・単一関係，⑵交差関係，⑶直接・

集団関係である。メンバーの人数を nとすると， 1人のリーダーとメンバーおのおのの間の

個別の相互作用に関わる⑴のタイプの関係の数は（　a　），リーダーを介さずに行われる任

意の 2人のメンバーの間の相互作用に関わる⑵のタイプの関係の数は（　b　），そして n人

のメンバーの任意の部分集合（ 2人以上 n人以内）とリーダーの間の相互作用に関わる⑶の

タイプの関係の数は n（2n-1- 1）である。

これら 3つのタイプの合計が，リーダーが集団内で潜在的に持つ関係の総数であり，

n（2n-1+ n- 1）

で表わされる（これをグレイクナスの公式と言う）。たとえば，メンバーが 5人のとき，⑴の

直接・単一関係は 5，⑵の交差関係は 20，⑶の直接・集団関係は 75，したがって関係の総

数は 100 となる。

すでに 5人のメンバーが集団にいる場合，リーダーは 6番目のメンバーを加える前に熟考

するほうがよいことを上の公式は忠告している。なぜならば，メンバーが 5人から 6人へと

わずか 1人増えるだけで，関係の総数は 100 から（　c　）へと 2倍以上も増えてしまうから

である。

空欄（　B　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

下線部イに関連して，組織は通常，下図のように描かれる（○印は個人を表わす）。では，

重複集団構造としての組織はどのように描かれるか。答案用紙に最も適切な図形を描き加え

て示しなさい。

問 1

問 2

問 3

問 4
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下線部ウに関連して，集権型ネットワークには下の図Ｘのようなホイール型，図Ｙのよう

なＹ型，図Ｚのようなチェーン型がある（○で囲んだカタカナは個人を，線はコミュニケー

ションの経路を，それぞれ表わす）。図Ｘと図Ｙにおいて，各人の近傍に書かれた数値は，

当人と当人以外の各メンバーとの間の「距離」の総和である。二者間の距離は，直接結びつい

ている場合には 1に，第三者を 1人介する場合には 2に， 2人介する場合には 3に， 3人介

する場合には 4になる。

以上を前提に，図Ｚのチェーン型ネットワークを構成する㋟～㋣の各人についても，同様

に数値を求めなさい。

図Ｙ：Ｙ型

㋜㋚

㋛

㋞

㋝

5

6

9

88

図Ｘ：ホイール型

㋖

㋘㋕

㋙ ㋗

4

7 7

77

図Ｚ：チェーン型

㋟

㋡

㋠

㋢ ㋣

問 5
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下線部エに関連して，分権型ネットワークと集権型ネットワークの優劣が，集団が取り組

む課題の複雑性によってどのように異なるのか，実験的研究の結果をまとめた下表を参考に

して説明しなさい。

分権型ネットワーク 集権型ネットワーク

単純な課題＊の場合

　所要時間 長い 短い

　メッセージの送信数 多い 少ない

　間違い 多い 少ない

　メンバーの満足度 高い 低い

複雑な課題†の場合

　所要時間 短い 長い

　メッセージの送信数 多い 少ない

　間違い 少ない 多い

　メンバーの満足度 高い 低い

＊単純な課題：記号，文字，数字，色などを識別する課題

†複雑な課題：算数，語の配列，文章構成，討議といった課題

問 6
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 3 に答えなさい。なお，計算問題については，

数値が小数点第 2位で割り切れない場合には，計算途中での四捨五入はせず，最終数値の小

数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答えること。必要があれば，後頁の平方根表を

利用しなさい。

ポートフォリオＰは，表 1に示す証券Ａ及びＢからなり，リターンは以下のマルチ・ファ

クター・モデルで説明できると仮定する。

Ri= ai+ bi,1F1+ bi,2F2+ fi

ai ：i証券におけるファクターに依存しない期待リターン

bi,1：i証券におけるファクター 1へのエクスポージャー

bi,2：i証券におけるファクター 2へのエクスポージャー

F1 ：ファクター 1のリターン

F2 ：ファクター 2のリターン

fi ：i証券における残差リターン（期待値はゼロ）

vfi ：残差リターンのリスク

各証券の属性は表 1に，ファクター 1，2の期待リターン（期待値）とリスク（標準偏差）は

表 2に示されている通りである（いずれも年率）。

表 1　マルチ・ファクター・モデルにおける証券の属性

ai bi,1 bi,2 vfi

証券Ａ 2.0 ％ 1.20 1.10 20.0 ％

証券Ｂ 1.0 ％ 0.70 1.35 10.0 ％

表 2　ファクターの期待リターンとリスク

期待リターン リスク

ファクター 1 8.0 ％ 16.0 ％

ファクター 2 5.0 ％ 10.0 ％

問題 1

（経　営　学）
第　 2　問

（満点 　100 点）
第 1問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）
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証券Ａの期待リターンは何％になるか答えなさい。

ポートフォリオＰに関して，下記①～④にあてはまる数値を答えなさい。

ポートフォリオＰにおける証券ＡとＢへの投資割合を 40：60 とすると，ポートフォリオ

Ｐにおけるファクターに依存しない期待リターン（ap）は ① ％，ポートフォリオＰ

の期待リターンは ② ％となる。なお，残差リターンの期待値はゼロであり，各証券

の残差リターン間，各ファクター・リターン間，及び残差リターンとファクター・リターン

間はすべて無相関であるとする。このとき，ポートフォリオＰにおけるファクターに依存し

ないリスク（vfp）は ③ ％，トータルリスク（vp）は ④ ％となる。

下記の ⒜ に最もあてはまる語句を以下のア～オの中から一つ選びなさい。

上記で用いたマルチ・ファクター・モデルは，証券やポートフォリオの収益率を複数の

ファクターで説明しようとするものであるが，そのひとつに「ファーマ＝フレンチの 3ファ

クター・モデル」がある。これは，シングル・ファクター・モデルにおけるマーケット・

ファクターに加えて，サイズ・ファクター， ⒜ ・ファクターを用いるモデルであ

る。

ア．モメンタム

イ．アグレッシブ

ウ．バリュー

エ．ボラティリティ

オ．コモン

問 1

問 2

問 3
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以下の設問に答えなさい。なお，本問における債券は全て無リスクで額面が 100 円，利回

りとは複利最終利回りを意味しており，利付債の利払いは年 1回で本日利払いが行われた直

後であるとする。計算問題については，数値が小数点第 2位で割り切れない場合は，計算途

中での四捨五入はせず，最終数値の小数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答えるこ

と。

以下の文章の①～⑤に当てはまる数値を記入しなさい。

表　割引債のスポット・レートと債券価格

スポット・レート 債券価格

1年物 ① ％ 98.25 円

2 年物 2.26 ％ ② 円

3年物 ？％ 92.13 円

本日の 1年～ 3年物の割引債のスポット・レートとその債券価格は上の表のようであると

する。このとき， 1 年物のスポット・レートは ① ％， 2 年物の債券価格は

② 円である。また，投資家は， 1年後から 2年後までの 1年間のフォワード・レー

トは ③ ％， 2年後から 3年後までの 1年間のフォワード・レートは ④ ％

と，将来金利が上昇すると考えている。

さらに，上の表に基づけば，クーポン・レート 4％，残存期間 3年の利付債の本日の債券

価格は ⑤ 円である。

以下の問いに答えなさい。

割引債の利回りと満期までの期間の長さ（残存期間）との関係を表した曲線は，イールド・

カーブと呼ばれている。イールド・カーブは，短期利回りが低く長期利回りが高くなる右上

がり型が一般的であるが，経済状況に応じてその形状は変化する。

長期利回りが下落して短期利回りとの差が小さくなり，イールド・カーブの傾きが緩

やかになる現象は何と呼ばれているか。以下のア～オから，最も適切な記号を一つ選びなさ

い。

ア．イールド・カーブのバーベル化

イ．イールド・カーブのノーマル化

ウ．イールド・カーブのスティープ化

エ．イールド・カーブのラダー化

オ．イールド・カーブのフラット化

問題 2

問 1

問 2

問 2 － 1
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長期利回りが短期利回りを下回り，右下がりの形状となっているイールド・カーブは

何と呼ばれているか。以下のア～オから，最も適切な記号を一つ選びなさい。

ア．ロー・イールド

イ．順イールド

ウ．ハイ・イールド

エ．逆イールド

オ．平行イールド

問 2 － 2
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。なお，計算問題については，

数値が小数点第 2位で割り切れない場合には計算途中での四捨五入はせず，最終数値の小数

点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答えること。

現在は期首時点であり，Ａ社は事業資産 1,000 億円と余剰現金 200 億円を有している。株

式時価総額は 1,200 億円であり，負債は有していない。株式数は 1億 2,000 万株である。事

業資産，余剰現金は全て時価評価されており簿価と時価は一致しているものとする（図を参

照）。余剰現金は当座預金であり，受取利息はないものとする。Ａ社の今期の予想当期純利

益は 100 億円である。税金は存在しないものとする。現在，Ａ社は余剰現金を用いたペイア

ウト政策を検討している。ただし，ペイアウト政策に関しては，経営者からのシグナリング

効果はないものとする。

［時価評価された期首の貸借対照表］

余剰現金 200 億円

株式時価総額 1,200 億円
事業資産 1,000 億円

以下の文章の空欄①，②，③に当てはまる最も適切な数値を答えなさい。

Ａ社はペイアウトに関するプランＸを実施した。プランＸは余剰現金 200 億円のうち 150

億円を使って 1株当たり 1,000 円で 1,500 万株の自社株を取得するものである。プランＸ実

施後，同社の株式時価総額は ① 億円となり，予想ベースの 1株当たり当期純利益

（Earnings per Share，EPS）は ② 円，予想ベースの株価収益率（Price Earnings 

Ratio，PER）は ③ 倍となる。

以下の文章の空欄④に当てはまる最も適切な数値を答えなさい。

Ａ社はプランＸ実施後，即座に追加のプランＹを実施した。プランＹは残っている余剰現

金 50 億円全額を株主に配当するものである。プランＹの実施後，同社の株価は ④

円となる。

問題 3

問 1

問 2
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一般に負債を有する企業の場合，自社株取得によってROEが上昇するための条件として

正しいのは次のア～オのうちどれか。最も適切な記号を一つ選びなさい。

ア．ROA＝ 0

イ．ROA2 0

ウ．ROA2負債利子率

エ．ROA1負債利子率

オ．ROA＝負債利子率

一般に，自社株取得後の金庫株に付随する権利として正しいのは次のア～エのうちどれ

か。最も適切な記号を一つ選びなさい。

ア．議決権有り，配当有り

イ．議決権有り，配当無し

ウ．議決権無し，配当有り

エ．議決権無し，配当無し

問 3

問 4
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 5 に答えなさい。なお，計算問題については，

数値が小数点第 2位で割り切れない場合には，計算途中での四捨五入はせず，最終数値の小

数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答えること。

企業の現金保有水準に関するモデルとして，ボーモル・モデルがある。同モデルには，さ

まざまな仮定が存在する。これらの仮定のもと，現金管理にかかる総費用が最小となるよう 

1 回当たりの換金額が決定される。たとえば，下のような条件の企業が存在する場合，現金

管理にかかる総費用は ① 万円となる。

一年間における現金支出総額　　　1,000 万円

換金に要する 1回当たりの固定費　 0.04 万円

利子率（年利）　　　　　　　　　　　　　5％

一方，企業の在庫管理に関するモデルでは，一定の仮定のもとで在庫にかかる総費用が最

小となるよう 1回当たりの発注量が決定される。在庫にかかる総費用は総発注費用と保管費

用から構成されるが， 1回当たりの発注量が増加するにつれて総発注費用は ② 。ま

た， 1回当たりの発注量が増加するにつれて保管費用は ③ 。

下線部⒜のさまざまな仮定のうち，ボーモル・モデルの仮定に該当しないものを次のア～

エから一つ選びなさい。

ア．現金保有から生じる機会費用は無視する

イ． 企業の現金管理担当者は一定水準以上の現金を市場性のある有価証券に用い，必要に

応じて有価証券を換金する

ウ．換金の必要性が生じてから実際に換金されるまでのリードタイムは無視する

エ．換金の費用は換金額の大きさとは独立である

1回当たりの換金額が 200 万円であった場合，文中の空欄①に当てはまるもっとも適切な

数値を答えなさい。

文中の条件を用いて，現金管理にかかる総費用が最小となるような 1回当たりの換金額を

求めなさい。

問題 4

⒜

問 1

問 2

問 3
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次のア～オから，文中の空欄②と③に当てはまる最も適切な記号を一つずつ選びなさい。

ア．増加する

イ．減少する

ウ．変化しない

エ．減少し，その後に増加に転じる

オ．増加し，その後に減少に転じる

下記の条件を用いて，在庫にかかる総費用を求めなさい。

発注固定費　　　　　　　　　　　　　　　 250 円

単位当たりの発注変動費　　　　　　　　　　15 円

1 期間の商品売上量　　　　　　　　　　 800 単位

在庫 1単位当たりの保管費　　　　　　　　　10 円

1 回の発注量　　　　　　　　　　　　　 200 単位

問 4

問 5
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解答上の注意：

1．数値を分数で答えるときは，それ以上約分できない形で答えなさい。例えば，
ア

イ
に， 

5
4（ ア 5， イ 4）と答えるところを 10

8（ ア 10， イ 8）と答えてはいけませ

ん。

2．同じカタカナが書かれた空欄には必ず同じ解答が当てはまります。また，違うカタカナが書かれ

た空欄でも同じ解答が当てはまることもあります。

2つの財 X財，Y財を消費する消費者を考え，この消費者の X財，Y財それぞれの消費

量を x，yで表す。消費者が予算制約式のもとで自分の効用関数U（x,y）を最大化する x，y

を「需要」と呼ぶ。この消費者の効用関数がU（x,y）＝（x＋ 9）yのとき次の 問 1 及び

問 2 に答えなさい。

次の文章⑴～⑶の空欄 ア ～ サ に当てはまる適切な数値，文字（例えば，

Px，Py，Mなど），式を答えなさい。

⑴　効用関数U（x,y）から導ける Xの限界効用は ア ，Yの限界効用は イ ＋ 9

である。

⑵　X財，Y財それぞれの財の価格が Px，Py，この消費者の所得がMで，M2 9Pxを満

たすとする。限界代替率と価格比の関係から，
ア

イ ＋ 9
＝ Px

Py
という式が成立する。 

このとき，予算制約式が Px x＋ Py y＝Mなので，X財の需要は x＝ ウ ，Y財の

需要は y＝ エ と導かれる。例えば，「Px＝ 2，Py＝ 1，M＝ 30」のとき，X財の

需要は オ ，Y財の需要は カ である。

⑶　一方，Px，Py，Mが，M1 9Pxであるとき，例えば，Px＝ 2，Py＝ 1，M＝ 14 の

ときを考える。このときの予算制約式を yについて解けば，y＝ キ － ク x 

となる。x，y$ 0 により 0# x# ケ となる。よって，この xの範囲で効用 

（x＋ 9）y＝（x＋ 9）（ キ － ク x）の最大化を考えることにより，X財の需要は

コ ，Y財の需要は サ と導ける。

問題 1

問 1

（経　済　学）
第　 3　問

（満点 　100 点）
第 4問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）
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M2 9Pxのとき，この消費者の需要が価格の変化に対して受ける影響について，以下の

問いに答えなさい。

⑴　X財は Y財に対して「粗代替財」か「粗補完財」か「どちらでもない」か。

⑵　Y財は X財に対して「粗代替財」か「粗補完財」か「どちらでもない」か。

問 2
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2 つの地域A，Bがあるとする。ある同じ財の逆需要関数が地域Aでは

Pa＝ ia－ Da / 2

地域 Bでは

Pb＝ ib－ Db / 2

で与えられている。ただし，Pa，Pbはそれぞれ地域A，Bでの財の価格，Da，Dbはそれ

ぞれ地域 A，Bでの財の消費量，ia，ibは正の定数とする。この市場にはこの財を生産す

る企業 1，企業 2 という二企業が存在し，それぞれの費用関数は cx1，cx2 である。ただ

し，x1，x2 はそれぞれ企業 1，2の生産量，cは正の定数で c1 ia，c1 ibとする。このと

き，次の 問 1 ， 問 2 に答えなさい。

地域Aでは企業 1が，地域 Bでは企業 2が，それぞれの地域の市場の独占企業であると

き，以下の⑴及び⑵に答えなさい。

⑴　各地域の消費量と生産量が一致するとき，地域A，Bそれぞれで成立する企業 1，2の

個別の利潤を x1，x2 の関数として求めなさい。

⑵　企業 1，2がそれぞれ地域 A，Bで利潤を最大化するときの財の個別生産量と価格を求

めなさい。

企業 1と 2 が生産する財が地域Aと Bの両方で消費可能であり，企業 1と 2 が生産する

財の価格をともに Pで表す。企業 1と 2 がこの市場の複占企業であるとき，以下の⑴～⑶

に答えなさい。

⑴　この財の地域A，Bの需要関数とこの市場の総需要関数をPの関数として求めなさい。

⑵　この市場の財の総消費量を Dとし，この市場の逆需要関数を Dの関数として求めなさ

い。

⑶　クールノー均衡における財の個別企業の生産量と価格を求めなさい。

問題 2

問 1

問 2
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ある財の市場にプライステイカーとして行動する一人の生産者が存在するとする。この生

産者の生産量を x，費用関数を C（x）＝ 1
6 x2 ＋ 30xとする。また，価格を P，市場全体の

需要量を D，需要関数は D＝ 50 － Pであるとする。このとき，次の 問 1 ， 問 2 に

答えなさい。

次の文章の空欄 ア ～ キ に当てはまる適切な数値を答えなさい。

この生産者の供給関数は x＝ ア P－ イ ，均衡価格は ウ ，均衡数量

は エ である。均衡における消費者余剰は オ ，生産者余剰は カ ，総余

剰は キ である。

問題 3

問 1
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以下の⑴～⑶に答えなさい。

⑴　 問 1 で与えられた市場において，政府は，この生産者に生産物 1単位当たり 8の補

助金を与えるとする。このとき，補助金支給後の均衡における消費者価格及び均衡数量を

求めなさい。

⑵　政府が支出する補助金額はいくらか。

⑶　以上の補助金支出政策による厚生損失を求めなさい。

問 2
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次の（　ア　）～（　オ　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

⑴　中央銀行が量的緩和政策を行うときは，主に国債を（　ア　）するオペレーションを行

う。大規模な量的緩和を行うとハイパワードマネー（マネタリーベース）が大きく上昇する

が，そのときマネーサプライ（マネーストック）がそれほどには増加しないと，（　イ　）乗

数は低下する。

⑵　消費の理論には様々なものがある。ケインズ型の消費関数では，現在の消費は現在の可

処分所得に依存すると考える。例えば，消費関数が線形の場合は，

C＝ a＋ bY

のようになる。ただし，Cは消費，Yは可処分所得，a2 0，b2 0 は定数である。ここ

で，bは（　ウ　）消費性向と呼ばれ，可処分所得Yに関わらず一定である。一方，平均

消費性向は，可処分所得Yが増加すると（　エ　）する。ケインズ型の消費関数とは異な

り，個人の現在の消費は個人の生涯所得によって決まるという仮説を（　オ　）仮説とい

う。

次の⑴及び⑵の文章が正しいかどうかを判断し，正しければ答案用紙にある「正」を丸で囲

み，誤りであれば「誤」を丸で囲んだ上で，誤っている理由を簡単に答えなさい。

⑴　開放経済を想定したマンデル＝フレミング・モデルで考えると，変動相場制下の財政拡

張政策が国内総生産を押し上げる効果は閉鎖経済の場合より大きい。

⑵　マクロ経済学での完全雇用とは，摩擦的失業，非自発的失業がともに存在しない状態の

ことを意味する。

問題 1

問題 2

（経　済　学）
第　 4　問

（満点 　100 点）
第 3問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

100

50
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次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。

衣料，食料，住宅サービスの三部門しかない経済で，以下のようなデータが与えられてい

るとする。1990 年を基準年とするとき，2000 年の GDPデフレーターはいくらになるか答

えなさい。

部門 衣料 食料 住宅

1990 年の価格 100  90  80

1990 年の生産量 100 100 100

2000 年の価格 100  70 130

2000 年の生産量 130 100 100

ある国の有効需要は消費，投資，政府支出から構成されているとする。消費関数は，

C＝ 0.6（Y－T－ tY）＋ 30

である。ここで，Cは消費，Yは国内総生産である。Tは一括税で 40，tは所得税の限界

税率で 0.25，投資は 30，政府支出は 41 であるとする。このとき，国内総生産Yはいくら

になるか答えなさい。

ある国の短期フィリップス曲線は，

rt＝ re
t － 0.5（ut－ 0.04）

で与えられている。ここで，rtは t期のインフレ率，re
t は民間の t期の予想（期待）インフ

レ率，utは t期の失業率である。民間の予想インフレ率 re
t は，t－ 1期のインフレ率 rt－1

に等しいとする。いま，ut＝ 0.02 であるとする。このとき，t－ 1期から t期にかけてイ

ンフレ率がどれだけ上昇したか答えなさい。

ある企業を考える。その企業の株式の総額を 5億円，負債の総額を 3億円とする。一方，

その企業の資本ストックの再取得費用を 4億円とする。このとき，その企業のトービンの

（平均）qを求めなさい。

問題 3

問 1

問 2

問 3

問 4
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閉鎖経済を考える。財市場では，以下の関係が満たされているとする。

C＝ 0.8（Y－T）＋ 60（消費関数）

I＝ 168 － 20r（投資関数）

G＝ 20　T＝ 10

ここで，Cは消費，Yは国内総生産，Tは税金，Iは投資，rは利子率（％表示），Gは政府

支出である。一方，貨幣市場では，以下の関係が満たされているとする。

L＝ 100 ＋ 0.1Y－ 10r（貨幣需要関数）

M＝ 80

P＝ 1

ここで，Lは貨幣需要量，Mは貨幣供給量，Pは物価である。次の 問 1 ～ 問 5 に

答えなさい。

財市場を均衡させる利子率 rを国内総生産Yの式として表しなさい。

貨幣市場を均衡させる利子率 rを国内総生産Yの式として表しなさい。

均衡国内総生産を求めなさい。

国内総生産Yを 600 にするためには，貨幣供給量Mをいくらにすればいいか求めなさ

い。

国内総生産Yを 600 にするためには，政府支出 Gをいくらにすればいいか求めなさい。

ただし，貨幣供給量Mは 80 のままであるとする。

問題 4

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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ある国の生産関数を

Y A KL=

とする。ここで，Yは国内総生産，Kは資本，Lは労働，Aは全要素生産性である。

次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。

国内総生産Yは 400，資本Kは 100，労働 Lは 400 とする。このとき，全要素生産性 A

を求めなさい。

資本Kが 問 1 の状況から 16 倍に，労働 Lが 問 1 の状況から 4倍になると，労

働一単位当たりの国内総生産Y/Lは何倍になるか求めなさい。ただし，全要素生産性 Aは

変化しないとする。

賃金 wは労働の限界生産に等しいとする。つまり，

w
L

A K

2
=
2

である。

このとき，資本Kが 問 1 の状況から 16 倍に，労働 Lが 問 1 の状況から 4倍に

なると，賃金 wは何倍になるか求めなさい。ただし，全要素生産性 Aおよび財の価格は変

化しないとする。

賃金 wは労働の限界生産に等しいとする。このとき，労働分配率（wL）/Yを求めなさい。

問題 5

問 1

問 2

問 3

問 4
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（民　　　法）
第　 5　問

（満点 　100 点）
第 6問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

Ａは，ある年の 4月に，Ａが所有する土木工事用油圧ショベル（以下，「甲」という。なお，甲に登

記・登録制度は適用されないものとする。）を，Ｂに売却した（以下，この契約を「本件売買契約」とい

う。）。

これを前提に，次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさい。なお， 問題 1 及び 問題 2

は，それぞれ独立した問いである。

Ｂは代金全額を支払って，Ａから甲の引渡しを受けた。甲はＢの自宅の敷地に置かれてい

たところ，同年 7月のある日に，何者かによって盗まれた。

同年 11 月になって，Ｃが甲を使用しているところが発見された。調査の結果，甲を盗ん

だのはＤであること，Ｄは，中古土木機械の販売業を営むＥに，甲を売りさばくよう依頼し

たこと，ＣはＥの店舗において，甲の所有者はＥであると信じて，甲を代金 250 万円で購入

し，代金全額を支払って引渡しを受け，甲を使用してきたこと，が判明した。

現在が同年 12 月であるものとして，ＢはＣに対して甲を引き渡すよう請求することがで

きるかについて論じなさい。

本件売買契約には，次の①～④の取決めがあった。①Ｂは売買代金として，同年 4月か

ら，毎月 15 万円を 20 か月間にわたって分割払いでＡに支払う。②Ａは，Ｂが代金を完済す

るまで，甲の所有権を留保する。③Ｂが分割払いを 1回でも怠ったときは，Ｂは代金の残債

務について当然に期限の利益を失う。④Ａは，③の場合に，甲の占有を回復して，甲を換価

し代金の残債務の弁済に充当することができる。

Ｂは同年 4月に，Ａに 15 万円を支払って，甲の引渡しを受けた。Ｂは，Ｆが所有する乙

土地上に甲を置いた。乙土地は，その 1年ほど前から，ＢがＦの了解を得ずに勝手に使用し

てきた空き地である。

Ｂは同年 5月以降，銀行口座からの自動引落しによりＡに毎月 15 万円を滞りなく支払い

続けている。しかし，同年 7月以降，Ｂは行方不明となっており，甲は乙土地上に放置され

たままとなっている。

同年 8月に，Ｆは，乙土地上に甲が放置されているのを発見した。

現在が同年 9月であるものとして，ＦはＡに対して甲の撤去を請求することができるかに

ついて論じなさい。

問題 1

問題 2
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（民　　　法）
第　 6　問

（満点 　100 点）
第 5問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

ある年の 1月，Ａは，Ｂとの間で，自己所有の甲土地をＢに売り渡す旨の売買契約を締結した。売

買代金は，契約締結時の時価である 5000 万円であった。Ｂが売買代金を調達するのに時間を要する

ため，甲土地の所有権移転登記手続及び引渡しの期日は同年 9月とし，売買代金はこれらと引換えに

支払うこととした。

その後，Ｃは，Ａに甲土地を 6000 万円で売ってほしい旨を持ちかけた。同年 5月，Ａは，Ｃとの

間で，甲土地をＣに 6000 万円で売り渡す旨の契約を締結し，甲土地の引渡し及び所有権移転登記を

行った。Ｃは，すでに甲土地を購入した者がいることを知らなかった。

これを前提に，次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさい。なお， 問題 1 及び 問題 2

は，それぞれ独立した問いである。

同年 10 月，甲土地の近くに鉄道の新駅が建設される計画があるとの報道がされた。これ

により甲土地の価格が急騰し，同年 12 月の時点では 8000 万円にまで上昇している。この時

点で，Ｂが，解除権を行使しないことを前提に，Ａに対して損害賠償を請求する場合の法的

根拠及びＡが賠償すべき額について論じなさい。

同年 8月，Ｃは，Ｄとの間で，建物所有を目的とする甲土地の賃貸借契約を締結し，甲土

地をＤに引き渡した。Ｄは，甲土地の上に建物を建設することを計画していたが，資金調達

が思うように進まなかったため，甲土地を更地のまま駐車場として使用していた。同年 12

月，Ｅは，Ｃとの間で，甲土地を買い受ける旨の契約を締結し，所有権移転登記を行った。

この契約には，賃貸人の地位を譲渡する旨の合意は含まれていなかった。Ｅは，甲土地上に

建物を建設してそこに居住することを計画していた。

ＥがＤに対して甲土地の明渡しを求めた場合，Ｄがこの求めに応じなければならないか否

かについて論じなさい。

問題 1

問題 2



Ｍ6―54

令和 2年論文式選択科目



26 Ｍ6―55

令和 2年論文式選択科目

（統　計　学）
第　 7　問

（満点 　100 点）
第 8問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

次の 問 1 ， 問 2 に答えなさい。

次の文中の ア に当てはまる最も適切な語句を， イ ， ウ に当てはま

る最も適切な数値を解答欄に記入しなさい。

10 個の測定値 x1，x2，…，x10 の平均値を x，20 個の測定値 y1，y2，…，y20 の平均値

を y と表し， 9個の測定値 x1，x2，…，x9 の平均値と 19 個の測定値 y1，y2，…，y19 の平

均値は等しく cであるものとする。x10= y20= c+ 0.5 であるとき，x と y の大小を比

べると，x は y より ア 。また，y = c+ 1 であるとき，y20 を cを用いて表すと

y20= イ c+ ウ となる。

次の文中の エ ～ ク に当てはまる最も適切な数値を解答欄に記入しなさ

い。

10 個の測定値 x1，x2，…，x10 の各値は， 1か 5 のいずれかの値であって他の値をとる

ことはないとする。10 個の測定値のうち値が 5である測定値の個数を bとするとき，10

個の測定値の平均値 x を bを用いて表すと x = エ b+ オ となる。また，

10 個の測定値の分散 sx
2 を bを用いて表すと sx

2= カ （b- 5）2+ キ とな

る。よって，分散 sx
2 が最大となるのは，b= ク の場合である。

問題 1

問 1

問 2
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以下の ⑴ ～ ⑷ の文章について，それぞれの正誤を〇×で記入しなさい。さらに，〇の場合には

なぜ正しいかを説明し，×の場合には誤っている点とその理由を説明しなさい。ただし，偏差値と

は，平均値が 50，標準偏差が 10 となるように得点を基準化したものである。つまり，得点 xと偏差

値 yの関係は，得点の平均を x，標準偏差を sxとするとき，

y= 10
s

x x-

x

+ 50

と表される。

⑴　半径をランダムに選んで描いた 3つ以上の異なる円について，半径と面積の相関係数を計算し

た。半径から面積は一意に定まるので相関係数は常に 1に等しい。

⑵　ある科目の中間試験得点と期末試験得点の相関係数は 0.5 であった。このとき，中間試験得点

と期末試験得点それぞれを偏差値に変換した後に計算した相関係数も 0.5 に等しい。

⑶　ある試験の得点分布は，ほぼ正規分布に従っていた。このとき，偏差値 60に対応する得点は， 

得点分布の上位約 16 ％点に位置する。

⑷　ある年の夫と妻の年収調査によると，夫の年収X（万円）から妻の年収Y（万円）を予測す

る回帰式は，

Y= 0.17X+ 240

であった。仮に 1年後に，調査対象のすべての夫と妻の年収が 10 ％増加したとしても，夫の

年収から妻の年収を予測する回帰式は変わらない。

問題 2
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次の 問 1 ， 問 2 に答えなさい。

自覚症状の出ないある病気は，罹患している場合に検査を受けて「疑いあり」と診断され

る確率は 95 ％，罹患していない場合に検査を受けて「疑いあり」と診断される確率は

10 ％であることが知られている。また，この病気の罹患確率は 2％であることがわかっ

ている。このとき，以下の ⑴ ～ ⑶ に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場

合，小数第 2位を四捨五入して小数第 1位まで答えること。

⑴　ある人がこの病気に罹患していて，かつ，検査を受けて「疑いあり」と診断される

確率は何％であるか求めなさい。

⑵　ある人が検査を受けて「疑いあり」と診断される確率は何％であるか求めなさい。

⑶　ある人が検査を受けて「疑いあり」と診断された場合に，この病気に罹患している

確率は何％であるか求めなさい。

2つのサイコロをふり，出た目の最大値を Zとする。最大値 Zが z以下であるのは，2つ 

のサイコロの目がどちらも z以下であった場合である。例えば，Zが 2以下であるのは， 

どちらのサイコロも 2以下になる（1，1），（1，2），（2，1），（2，2）の 4通りの場合であるの

で，その確率は 4/36= 1/9 である。このとき，以下の ⑴ ～ ⑶ に分数で答えなさい。

⑴　最大値 Zの分布関数 F（z）= P（Z# z），z= 1，2，…，6の値を求めなさい。

⑵　最大値 Zの確率関数 f（z）= P（Z= z），z= 1，2，…，6の値を求めなさい。

⑶　最大値 Zの期待値 E Z] gを求めなさい。

問題 3

問 1

問 2
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ある製品の特性値は，平均 n，分散 400 の正規分布N（n，400）に従うことがわかっている。この

とき，次の 問 1 ～ 問 3 に答えなさい。

次の文中の ア ， イ に当てはまる最も適切な数値を解答欄に記入しなさい。

この製品を無作為に 100 個取り出して調べた。このとき，特性値の標本平均は 850 で

あった。nについて，信頼係数 0.95 の信頼区間の下限は ア で，上限は イ  

である。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 3位を四捨五入して小数第 2位まで

答えること。

この製品の無作為標本に基づいて，nについて，信頼係数 0.95 の信頼区間を，区間の幅

が 10 以下になるように求めたい。このとき，必要な最小の標本の大きさを求めなさい。

この製品の特性値の平均は，850 と表示して売り出されている。この製品を無作為に 25

個取り出して調べたところ，特性値の標本平均は，857 であった。帰無仮説H0：n= 850

を対立仮説H1：n2 850 に対して，有意水準 0.05 で検定するとき，この検定の p値（帰

無仮説H0 の下で，標本平均が 857 以上である確率）を答えなさい。なお，計算結果に端

数が生じる場合，小数第 5位を四捨五入して小数第 4位まで答えること。

問題 1

問 1

問 2

問 3

（統　計　学）
第　 8　問

（満点 　100 点）
第 7問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）



Ｍ6―62

令和 2年論文式選択科目



30 Ｍ6―63

令和 2年論文式選択科目

次の表は，金融庁「IFRS 適用レポート（2015 年 4 月）」に基づいて作成した企業の売上規模と

IFRS（International Financial Reporting Standards（国際財務報告基準））への移行期間に関す

る集計表である。IFRS への移行期間とは，社内のキックオフ・ミーティングから IFRS による有価

証券報告書の開示までに要したおおよその期間である。次の表に基づいて，以下の 問 1 ，

問 2 に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 3位を四捨五入して小数第 2位

まで答えること。

表：売上規模，IFRSへの移行期間別企業数

IFRSへの移行期間

総数 4年未満 4年以上

売上規模 総数 61 28 33

1 千億円未満 11 11  0

1 千億円以上 5千億円未満 21 12  9

5 千億円以上 29  5 24

注 1 ： 2015 年 2 月までに IFRS を任意適用した企業及び任意適用を予定している企業を対象と
して調査し，回答社数は 61 社であった（回収率 94.2 ％）。

注 2：問題作成のため，売上規模と IFRSへの移行期間の区分を変更した。
資料：金融庁「IFRS 適用レポート（2015 年 4 月）」

売上規模と IFRS への移行期間が独立である（関連がない）と仮定した場合，答案用紙の 

6 カ所のセルに期待度数を記入しなさい。

次の文章は，売上規模と IFRS への移行期間に関する独立性の検定の内容を表している。

文中の ア ， ウ に当てはまる最も適切な数値を， イ ， エ に

当てはまる最も適切な語句を解答欄に記入しなさい。

問題 2

問 1

問 2
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売上規模と IFRS への移行期間には関連があると考えられる。そこで，売上規模と

IFRS への移行期間が独立である（関連がない）という帰無仮説をたてて有意水準 0.05

で独立性の検定を行いたい。帰無仮説が正しいと仮定するならば，検定統計量の分布は自

由度 ア の イ 分布で近似することができる。検定統計量の値は ウ  

であり，有意水準 0.05 で帰無仮説を棄却 エ 。
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米（水稲）の収穫量に気温と日射量がどのように関係しているかを探るために， 8カ国 40 地点で

米の収穫量（単位：t/ha）と，稲の成熟期 30 日間の日最低気温（単位：℃）と日射量（単位：

mWh/cm2）の平均を計測した。なお，稲の生育に関する他の条件は，ほぼ同じになるように制御さ

れている。目的変数を米の収穫量（RiceY，Y）として，説明変数に気温（Temperature，XTemp） 

と日射量（SolarR，XSolar），及び，気温から標本平均を引いた値の 2乗（Temperature2，X2Temp） 

と日射量から標本平均を引いた値の 2乗（SolarR2，X2Solar）を用いた以下の 2つの回帰モデルを

当てはめた。

モデルＡ：Y= a0+ a1XTemp+ a2XSolar+ fA

モデルＢ：Y= b0+ b1XTemp+ b2XSolar+ b3X2Temp+ b4X2Solar+ fB

図 1はモデルＡの，図 2はモデルＢの当てはめ結果である。このとき，次の 問 1 ～ 問 3 に答

えなさい。

図 1，図 2における数値に基づいて， 2つのモデルの当てはまりの良さの違いを，三つの

観点から説明しなさい。

図 1，図 2における残差などの散布図に基づいて， 2つのモデルの残差にどのような特徴

の違いがあるかを説明しなさい。なお，どの散布図についての説明であるのか，その記号

（A1～A4，B1～B4）を明記すること。

図 1，図 2に基づいて，モデルＡとモデルＢのどちらが適切であるかを選び，選んだ理由

を三つ説明しなさい。

データ出典： D.V. Seshu and F.B. Cady（1984）, “Response of Rice to Solar Radiation and Temperature 
Estimated from International Yield Trials”, Crop Science, 24：649-654.

問題 3

問 1

問 2

問 3
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Coefficients：
Estimate Std.Error t value Pr（2;t;）

（Intercept） 11.277991 1.135407 9.933 5.51e-12 ＊＊＊
Temperature -0.377365 0.038394 -9.829 7.33e-12 ＊＊＊
SolarR 0.002843 0.001317 2.160 0.0374 ＊

Residual standard error：0.6803 on 37 degrees of freedom
Multiple R-squared：0.7433，Adjusted R-squared：0.7294
F-statistic：53.57 on 2 and 37 DF，p-value：1.186e-11
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注： Coefficients は係数，Estimate は係数の推定値，Std. Error と standard error は標準誤差， 
t value は t値，Intercept は定数項，Residual は残差，degrees of freedom と DF は自由
度，Multiple R-squared は決定係数，Adjusted R-squared は自由度修正済み決定係数，
F-statistic は F値，p-value は p値，Fitted values は当てはめ値（予測値）である。

図 1：モデルＡの当てはめ結果
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Coefficients：
Estimate Std.Error t value Pr（2;t;）

（Intercept） 9.258e+00 7.576e-01 12.220 3.49e-14 ＊＊＊
Temperature -3.273e-01 2.416e-02 -13.548 1.75e-15 ＊＊＊
SolarR 3.537e-03 9.087e-04 3.892 0.000426 ＊＊＊
Temperature2 4.500e-02 7.233e-03 6.221 3.95e-07 ＊＊＊
SolarR2 2.693e-05 8.934e-06 3.014 0.004773 ＊＊

Residual standard error：0.4136 on 35 degrees of freedom
Multiple R-squared：0.9103，Adjusted R-squared：0.9
F-statistic：88.74 on 4 and 35 DF，p-value：12.2e-16
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注：図 1注と同じ。

図 2：モデルＢの当てはめ結果
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6．平方根

平方根
x x x x
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